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損害保険ジャパン株式会社 

 

【国内初】物流の２０２４年問題に対応した新補償の開発 

 

損害保険ジャパン株式会社（代表取締役社長：石川 耕治、以下「損保ジャパン」）は、物流の２０２４

年問題に対応する物流事業者向けの新たな補償を３月から提供します。複数のトラック事業者が中継輸送

を行う場合や、下請運送事業者が倒産した場合のリスクに対応する補償の提供は国内初となります。 

 

１． 背景 

２０２４年４月１日以降、働き方改革関連法の適用が猶予されていたトラックドライバーの時間外労働

の上限が年９６０時間となることで、輸送力の減少による物流の混乱が危惧されています。 

解決策の一つとして、トラックの長距離運行を複数のトラックドライバーで分担する輸送形態である中

継輸送の取組みが推進されており、従来の輸送方法からの変革が行われようとしています。※１ 

また、２０２３年の道路貨物運送業の倒産は、２０１４年以降の１０年間で最多の件数を記録していま

す。トラックドライバーの時間外労働の管理が厳格になることで 1 日に運ぶことができる荷物の絶対量が

少なくなり、利益の減少が見込まれ、収入減少による「人手不足」関連の倒産が更に深刻化すると見込まれ

ます。※２ 

このたび、損保ジャパンは物流の２０２４年問題により増加する物流業界を取り巻くリスクに対して、

物流事業者向けの新たな補償の提供を開始します。本補償の提供を行うことにより、物流事業者の抱える

リスクを軽減し、「社会が直面する未来のリスクから人々を守る」という価値提供を通して「ＳＯＭＰＯの

パーパス」の実現を目指します。 

 

※1 国土交通省「中継輸送の取組事例集～成功事例に学ぶ中継輸送成功の秘訣～」 

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000103.html 

※2 東京商工リサーチ「2023年の運送業の倒産 過去10年で最多の328件 「2024年問題」を前に、「燃料高」と「人手不足」が

直撃」 

   https://www.tsr-net.co.jp/data/detail/1198273_1527.html 

 

２．商品の概要 

３月から提供を開始する物流の２０２４年問題に対応した新補償の概要は以下のとおりです。 

実務上中継輸送を実施している大企業から提供を開始します。 

補償概要 

・他のトラック事業者と共同で中継輸送を行う際に、他のトラック事業者の輸送用

具の事故を起因として輸送が継続できなくなった場合に追加で支出する輸送費用 

・下請物流事業者が倒産した場合に輸送を継続するための費用や弁護士費用 

  

３．今後について 

２０２５年中に全物流事業者に向けて本補償の提供を予定しています。輸送を依頼する荷主に対しても、

物流の２０２４年問題により増加するリスクに対応する補償の展開を２０２４年中に予定しています。 

また、損保ジャパンは、「“安心・安全・健康のテーマパーク”により、あらゆる人が自分らしい人生を

健康で豊かに楽しむことのできる社会を実現する」という「ＳＯＭＰＯのパーパス」実現に向けて、ブラ

ンドスローガン「Innovation for Wellbeing」に即した商品の開発など、社会の健全な発展に資する新た

な保険・サービスの提供により、サステナブルな社会の実現に貢献していきます。 

 

以上 
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＜参考＞ 
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